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★町の人口★人口10,121( I 6）男4,804N 2）女5,317( I 4）世帯合計3,437（士 0) 63年8 月末日現在（ ）内は前月との比較です 
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》最高齢者を敬老訪問 

工 （96歳） 
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~ 10月15日11時から 

~場所／町民会館 

~ おまちしてま～す万 
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赤池町敬老会 



ロ
 

に
 

みなさんもうすでに御存知でしょうが、赤 

池町商工会館前の交差点に信号機が設置され 

9 月13日から作動しています。 

この交差点は、町内でも事故の多発してい 

る所で、 1 日も早い信号の設置が望まれてい 

ました。 

町や、議会議員のみなさん方で再三にわた 

り、田川警察署や土木事務所に要望書を提出、 

陳情をくり返していました。 

でも、信号がついたからと言って、無理な 

追いこし、スピードの出し過ぎは事故のもと 

です。 

交通ルールを守って安全運転をお願いしま 

す。 

昭和62年度決算状況 
（単年度収支は黒字） 

普通会計赤字額】2億1,992 万円（繰越額含む） 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
 

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
‘
五
 

千
六
百
九
十
八
万
二
千
円
を
追
加
し
、
 

予
算
総
額
が
三
億
六
千
六
百
三
十
万
一
一
 

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
の
主
な
も
 

の
は
貸
付
金
な
ど
で
す
。
 

条
例
・
憲
章
の
制
定
 

⑥
赤
池
町
民
憲
章
の
制
定
‘
町
民
の
方
 

よ
り
広
く
一
般
公
募
さ
れ
た
作
品
を
も
 

と
に
、
起
草
委
員
会
よ
り
の
答
申
を
受
 

け
、
内
容
を
尊
重
し
た
上
で
、
町
議
会
 

の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
町
花
、
町
木
の
指
定
 

⑥
赤
池
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
 

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
消
 

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
 

法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
 

に
よ
り
、
町
の
条
例
を
改
正
す
る
も
の
 

で
す
。
 

※普通会計の表については決算統計から掲載しました。 
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つか藤45億2,927万円 
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会計＋住宅資金等貸村事業特別会計 はいつ、控43億994万円 

13億3,890万円（29.6) 

101i 8, 295万fl (23.9) 

6億4,378万円（14.2) 

2億4,666万円（5.4) 

3億4,225万円（7.6) 

建設事業費 

費
 

債
 

公
 

人 件 費 

出資金 
・貸付金 

扶 助 費 

補助費等 2億4,564万円（5.4) 

物 件 費 2億7,804万円（6.1) 

2億8,014万円（6.2) 

( ）は全体の割 

合単位ク 
7,091万円（1.6) 

前年度繰上 
充用金 

そ の 他 

地方交付税 

国庫支出金 

方 債 

県支出金 

地
 

入
 

収
 

税
 

諸 収 入 

分担金 
・負担金 

財産収入 

他
 

の
 

そ
 

18{E,062 FJ (43.2) 

6億7.195万円（15.6) 

5億4,850万円（12.7) 

4億663万円（9.4) 

3億3,004万円（7.6) 

1億8.523万円（4.3) 

1億2,902万円（3.0) 

3,900万円（0.9) 

1億3,895万円（3.3) 

講
 

願
 

＠
独
占
寡
婦
医
療
費
公
費
負
担
制
度
に
 

つ
い
て
の
請
願
‘
採
択
 

＠
「
上
野
焼
伝
統
産
業
会
館
」
の
建
設
 

に
関
す
る
請
願
‘
採
択
 

⑥
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
改
善
・
 

拡
充
に
つ
い
て
の
請
願
‘
産
建
委
員
 

会
へ
付
択
 

⑥
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
意
 

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
‘
採
択
 

意
 

見
 

書
 

⑥
過
疎
地
域
の
振
興
策
の
強
化
拡
充
に
 

関
す
る
意
見
書
（
案
）
 

⑥
農
産
物
輸
入
自
由
化
の
撤
回
を
日
本
 

農
業
の
保
護
・
安
全
な
食
糧
の
確
保
 

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
 

二
つ
の
意
見
書
は
採
択
さ
れ
、
各
関
 

係
省
庁
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

一 

般
 
質
 
間
 

岡
国
が
石
炭
・
石
油
特
別
会
計
打
ち
切
 

り
の
方
針
を
出
し
て
い
る
が
、
町
は
ど
 

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
0
 

周
昭
和
六
十
四
年
度
に
す
ぐ
国
の
予
算
 

が
激
減
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
 

こ
の
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
あ
り
ま
す
 

の
で
、
全
国
的
な
規
模
で
、
国
に
働
き
 

か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

岡
国
民
健
康
保
険
に
関
る
国
か
ら
指
定
 

を
受
け
（
国
が
指
定
し
て
い
る
基
準
医
 

療
費
よ
り
赤
池
町
の
医
療
費
が
越
え
て
 

い
る
た
め
）
国
保
事
業
安
定
化
計
画
を
 

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
 

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
基
 

準
医
療
費
を
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
か
0
 

圏
担
当
課
の
方
で
、
医
療
費
の
分
析
作
 

業
を
実
施
中
で
あ
り
、
そ
の
資
料
に
よ
 

り
、
議
会
の
み
な
さ
ん
や
、
国
保
運
営
 

審
議
会
な
ど
で
、
審
議
を
く
り
返
し
て
 

い
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
 

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
将
来
的
な
国
 

議会だより 昭
和
六
十
三
年
第
八
回
九
月
定
例
町
 

議
会
が
、
九
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
九
 

日
ま
で
八
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
昭
 

和
六
十
二
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
決
算
 

や
、
町
立
病
院
な
ど
の
各
特
別
会
計
決
 

算
の
認
定
議
案
や
、
赤
池
町
民
憲
章
の
 

制
定
の
議
案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
活
発
 

な
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

昭和62年度各特別会計の決算状況 （単位千円） 

区 分 歳 入 

町立病院事業 653,414 

歳 出 

650,289 

差引額 
~一―一 

3,125 

累積額 

△419, 899 

国民健康保険事業 519,149 515,244 3,905 / 上 水 道 事 業 189,910 183,168 6,742 L343,567 

住宅新築資金等貸付事業 き54,074 411,457 z57, 383 

/
 /
 //// 

老人保健事業 771,492 778,119 △6,627 /// 

j 

保
運
営
を
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
又
、
 

赤
池
町
あ
げ
て
の
「
町
民
の
健
康
づ
く
 

り
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
 

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

岡
消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
際
の
自
治
体
 

の
影
響
に
つ
い
て
。
 

圏
税
務
課
の
方
で
試
算
し
た
資
料
も
あ
 

り
ま
す
が
、
今
現
在
、
国
会
で
審
議
中
 

で
あ
り
、
は
っ
き
り
と
ど
の
位
の
影
響
 

が
出
る
か
の
見
込
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

行政相談週間 
●10月16日～22日● 

合同巡回相談一 

10月20日（木） 

10時から15時までト 

斑
畿
（
斑
猫
）
 

の
幼
虫
を
 

釣
る
 

鈴
 
夢
 

全
身
を
多
彩
な
色
で
美
し
く
彩
ら
れ
 

た
斑
璽
が
己
よ
り
大
き
な
青
虫
を
そ
の
 

長
い
肢
で
重
た
げ
に
し
っ
か
り
抱
え
て
 

蜜
柑
の
木
の
梢
を
掠
め
る
よ
う
に
飛
び
 

去
っ
て
行
っ
た
気
息
い
夏
の
昼
下
が
り
 

で
あ
る
。
T

君
方
の
屋
敷
内
の
蜜
柑
の
 

植
込
み
と
古
い
土
蔵
と
の
空
間
の
拾
坪
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

決
 

算
 

⑥
昭
和
六
十
ニ
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
 

出
決
算
 

⑥
昭
和
六
十
ニ
年
度
国
民
健
康
保
険
事
 

業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

＠
昭
和
六
十
ニ
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
 

貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

＠
昭
和
六
十
ニ
年
度
老
人
保
健
特
別
会
 

計
歳
入
歳
出
決
算
 

＠
昭
和
六
十
ニ
年
度
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
六
十
ニ
年
度
上
水
道
事
業
特
別
 

会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

以
上
六
つ
の
決
算
に
つ
い
て
は
別
表
 

の
と
お
り
で
す
。
 

補
 
正
 
予
 
算
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
 

算
‘
一
億
九
千
二
百
六
十
一
万
四
千
 

円
を
追
加
補
正
し
、
予
算
総
額
が
四
十
 

三
億
七
千
二
十
五
万
九
千
円
と
な
り
ま
 

し
た
。
内
容
の
主
な
も
の
は
、
五
十
周
 

年
事
業
の
式
典
関
係
諸
経
費
、
開
就
事
 

業
就
労
者
の
吸
収
人
員
増
及
び
用
地
費
 

等
の
経
費
、
農
道
改
良
、
か
ん
が
い
施
 

設
、
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
施
設
工
事
等
経
費
 

集
会
所
建
設
の
経
費
、
道
路
鉱
害
復
旧
 

工
事
の
経
費
な
ど
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険
事
 

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
‘
五
百
 

二
万
六
千
円
を
追
加
し
予
算
総
額
が
五
 

億
七
千
六
百
十
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
 

た
。
内
容
は
、
退
職
者
医
療
交
付
金
の
 

還
付
金
な
ど
で
す
。
 

程
の
赤
土
の
地
表
に
点
々
と
沢
山
縦
穴
 

を
堀
り
、
こ
の
中
で
班
奮
の
幼
虫
が
地
 

面
す
れ
す
れ
に
頭
を
拾
げ
て
獲
物
を
虎
 

視
眺
々
と
狙
っ
て
い
る
。
 

穴
に
近
づ
く
と
一
斉
に
サ
ッ
と
穴
の
 

中
に
頭
を
沈
め
離
れ
る
と
又
一
斉
に
頭
 

を
拾
げ
る
。
エ
ノ
コ
ロ
草
（
猫
ジ
ャ
ー
フ
 

シ
と
も
云
う
）
の
穂
先
を
取
り
除
い
た
 

茎
の
柔
か
い
部
分
を
下
に
し
て
、
ソ
ッ
 

と
穴
に
差
し
込
ん
で
お
く
と
、
間
も
な
 

く
反
応
が
あ
り
、
茎
が
ク
ル
リ
ク
ル
リ
 

と
廻
り
始
め
る
。
透
さ
ず
茎
を
さ
っ
と
 

引
き
抜
く
と
末
端
に
斑
奮
の
幼
虫
が
喰
 

い
付
い
て
あ
が
っ
て
来
る
。
釣
り
落
す
 

と
、
あ
わ
て
て
、
も
と
の
穴
に
逃
げ
込
 

ん
で
し
ま
う
其
の
動
作
の
素
早
い
こ
と
、
 

グ
ロ
テ
ス
ク
な
格
好
を
し
た
蟻
地
獄
の
 

主
で
あ
る
薄
羽
蜂
蟻
の
幼
虫
に
は
及
ば
 

な
い
が
そ
の
格
好
は
、
可
成
り
珍
妙
で
 

あ
る
o

伽
か
此
か
の
穴
の
中
に
茎
を
差
 

し
込
ん
で
置
く
と
一
斉
に
動
き
出
し
て
 

茎
を
抜
く
の
に
大
忙
し
で
あ
る
。
 

今
日
も
T

君
方
の
裏
の
土
蔵
の
前
の
 

空
地
で
は
蝉
捕
り
に
飽
き
た
例
の
悪
餓
 

鬼
共
が
地
面
に
座
り
込
ん
で
斑
奮
の
幼
 

虫
釣
り
に
無
我
夢
中
で
あ
る
。
ふ
と
見
 

上
げ
る
と
、
露
草
色
し
た
締
麗
な
大
空
 

に
鳶
が
一
羽
悠
々
と
孤
を
描
い
て
舞
っ
 

て
い
る
。
T

君
が
鬼
籍
去
り
再
び
訪
れ
 

る
こ
と
な
く
七
拾
有
余
年
を
閲
し
た
今
 

病
を
得
、
座
る
事
の
出
来
得
ぬ
ま
・
ひ
 

と
り
寂
然
と
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
に
寄
り
 

そ
え
ば
、
あ
の
頃
の
こ
と
、
な
つ
か
し
 

く
偲
ば
れ
限
り
な
く
胸
疹
く
。
 

木の日  8 日（林野庁） 中小企業退職金共済制度加入促進月間-- 1日～31日（労働省） 



」
 

み
ん
な
で
歌
お
う
心
の
ふ
る
さ
と
 

本
町
出
身
の
童
謡
作
曲
家
、
河
村
光
 

陽
氏
を
た
た
え
る
と
共
に
町
制
 50 

周
年
 

事
業
と
し
て
 10
 

月
 29 

日、 

30 

日
に
同
和
 

対
策
中
央
研
修
所
で
「
河
村
光
陽
 88 

童
 

秋
の
祭
典
 

競
碑
日
程
 

錦
秋
の
祭
典
、
町
文
化
祭
は
9
月
 19
 

日
に
赤
池
町
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
（
 

会
長
・
日
野
喜
美
男
町
長
）
が
開
か
れ
、
 

11
 

月
3

日
か
ら
 11 

月
6

日
ま
で
の
4

日
 

間
で
開
催
さ
れ
る
事
が
決
定
し
た
。
 

特
に
本
年
は
町
制
施
行
 50 

周
年
で
あ
 

り
催
し
に
つ
い
て
も
、
文
化
団
体
協
議
 

会
を
中
心
に
芸
能
発
表
大
会
、
作
品
展
 

示
、
特
に
 50 

周
年
共
催
事
業
“
我
が
町
 

よ
か
と
こ
フ
ェ
ア
ー
）
が
商
工
祭
と
タ
 

イ
ア
ッ
プ
し
、
 
50
 

周
年
を
さ
ら
に
盛
り
 

上
げ
る
行
事
内
容
と
な
っ
た
。
又
、
展
 

示
会
場
に
於
い
て
も
紙
人
形
づ
く
り
、
 

折
り
紙
づ
く
り
、
生
花
、
踊
り
等
の
実
 

演
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
広
く
町
民
に
各
 

10 

月
 27 

日
か
ら
 11
 

月
9
 

日
迄
『
昔
を
読
む
今
を
読
 

む
未
来
を
読
む
』
と
い
う
 

テ
ー
マ
で
全
国
的
に
読
書
 

週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
 

芥
川
龍
之
助
は
、
あ
る
 

時
自
分
が
一
生
に
ど
れ
位
 

本
が
読
め
る
か
を
計
算
し
 

河
村
光
陽
“
 88 

童
謡
ま
つ
り
イ
ン
赤
池
 

謡
ま
つ
り
イ
ン
赤
池
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

今
、
童
謡
は
全
国
的
な
ブ
ー
ム
で
す
 

が
、
赤
池
町
は
「
童
謡
の
父
」
 
と
い
わ
 

れ
る
河
村
光
陽
氏
の
生
誕
の
地
で
あ
り
 

童
謡
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
町
お
こ
し
を
 

計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
童
 

謡
創
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
で
福
岡
県
内
を
 

対
象
に
「
子
ど
も
の
歌
」
を
募
集
し
ま
 

し
た
。
応
募
作
品
2
百
 70 

点
が
集
ま
り
 

こ
の
中
か
ら
 10 

点
が
優
秀
作
品
と
し
て
 

選
考
さ
れ
ま
す
が
、
選
考
委
員
に
は
、
 

審
査
委
員
長
の
福
教
大
名
誉
教
授
森
脇
 

憲
三
先
生
を
は
じ
め
日
本
童
謡
協
会
会
 

長
の
中
田
喜
直
先
生
、
光
陽
氏
の
子
女
 

先
生
よ
り
、
ご
指
導
し
て
い
た
だ
く
プ
 

ロ
グ
ラ
ム
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
展
示
 

は
一
般
の
方
も
受
付
け
ま
す
の
で
、
是
 

非
ご
出
品
し
て
下
さ
い
。
 

◆'88 文化祭日程◆ 

期 日 内 容 

11月3日困 展示会、芸能発表I、囲碁大会 

n 月4 日金 ク 

11月5日出 、ャングバンドフエステイノぐル 

11月6 日（日） 
芸能発表且、少年将棋大会 

、実演会、茶会 

, 1 

わ
ず
か
数
千
冊
に
す
ぎ
な
い
事
を
知
っ
 

て
、
大
変
失
望
し
た
と
い
い
ま
す
。
平
 

均
的
な
本
一
冊
を
三
時
間
か
ら
五
時
間
 

で
読
み
あ
げ
る
と
す
る
と
多
い
人
で
一
 

生
に
三
万
冊
、
少
な
い
人
で
二
千
冊
位
 

で
す
。
あ
な
た
な
ら
一
生
に
何
冊
の
本
 

を
読
む
事
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
 

町
民
会
館
図
書
室
で
は
、
県
立
図
書
 

河
村
順
子
先
生
等
、
日
本
を
代
表
さ
れ
 

る
諸
先
生
7
名
で
厳
正
な
審
査
が
行
な
 

わ
れ
ま
し
た
。
童
謡
ま
つ
り
は
、
 
29 

日
 

（
前
日
祭
）
が
童
謡
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

的
に
町
内
の
合
唱
団
や
近
隣
の
合
唱
団
 

が
、
光
陽
ヒ
ッ
ト
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
称
し
 

童
謡
の
数
々
を
歌
い
ま
す
。
最
後
に
参
 

加
者
全
員
で
カ
モ
メ
の
水
兵
さ
ん
を
合
 

唱
す
る
予
定
で
す
。
 
30 

日
（
当
日
祭
）
 

は
 50 

周
年
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
プ
ロ
歌
手
 

の
小
牧
ま
り
、
宮
内
良
の
2
人
に
花
を
 

添
え
て
も
ら
う
計
画
で
す
。
尚
こ
の
日
 

に
入
選
作
品
の
表
彰
式
も
行
な
い
ま
す
。
 

赤
池
の
美
し
い
自
然
と
風
土
を
生
か
し
 

童
謡
を
通
し
て
心
豊
か
な
町
づ
く
り
を
 

目
指
し
た
い
も
の
で
す
。
 

長
谷
川
さ
ん
 

県
体
で
優
勝
ク
 

「
躍
動
・
創
造
 

・
交
流
」
を
テ
 

ー
マ
に
第
 31 

回
県
民
体
育
大
会
（
会
長
 

奥
田
八
二
）
が
、
筑
豊
地
区
2
市
7

町
 

村
で
9
月
 18 

・ 
19 

日
に
開
催
さ
れ
た
。
 

本
町
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
行
 

な
わ
れ
、
選
手
を
代
表
し
て
中
村
良
之
 

君
（
上
の
原
）
の
選
手
宣
誓
で
競
技
を
 

開
始
し
た
。
特
に
、
陸
上
競
技
に
出
場
 

し
た
長
谷
川
純
一
さ
ん
（
車
道
）
の
活
 

躍
は
目
ざ
ま
し
く
、
百
m
廿
準
優
勝
、
走
 

幅
跳
ー
優
勝
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
県
 

体
初
出
場
の
末
継
智
恵
さ
ん
（
下
町
）
 

も
走
幅
跳
で
準
優
勝
受
賞
し
た
。
 

郡
体
終
了
と
同
時
に
強
化
練
習
を
や
 

っ
て
来
た
本
町
選
手
団
 27 

名
は
、
他
郡
 

市
の
選
手
た
ち
と
日
頃
の
練
習
の
成
果
 

を
競
い
合
い
、
友
好
の
輪
を
広
げ
た
。
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
杯
 

ナ
イ
タ
 

18 

支
チ
ー
ム
が
獲
得
グ
 
ー
施
設
の
 

完
成
を
待
っ
て
、
初
め
て
の
ナ
イ
ト
ゲ
 

ー
ム
で
開
催
さ
れ
て
い
た
ソ
フ
ト
連
盟
 

杯
（
会
長
 
穴
井
一
巳
）
の
前
期
リ
ー
 

グ
戦
も
8
月
 25 

日
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
 

11 

チ
ー
ム
参
加
で
行
な
わ
れ
た
リ
ー
 

グ
戦
、
総
合
力
に
勝
る
 18 

支
所
チ
ー
ム
 

が
 10 

勝
1
敗
の
成
績
で
優
勝
し
た
。
 

8
区
竹
の
子
こ
ど
も
会
 

9
月
 23
 

下
田
川
ソ
フ
ト
で
優
勝
 
日
、
金
田
 

中
G

で
下
田
川
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
 

開
催
。
男
子
は
ソ
フ
ト
、
女
子
は
フ
ッ
 

ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
、
男
子
 

は
各
チ
ー
ム
を
圧
倒
し
優
勝
、
女
子
は
 

善
戦
は
し
た
も
の
D

、
各
チ
ー
ム
の
レ
 

ベ
ル
が
高
く
、
敢
闘
賞
に
終
っ
た
。
 

「人の心のーつ 
I 豊かさを I 
lーーもとめてー」 

「歯に衣着せぬ」 

会話の中で、自分 

でも驚くほど、ひ 

どい言葉を口にす 

ることがある。 

自分ではそんな 

つもりはなかった 

のにと・・・後で反省 

する。 

常に人は謙虚で 

あらねば 

館
貸
出
文
庫
よ
り
、
年
三
回
、
四
カ
月
 

ご
と
に
二
百
冊
ず
つ
の
図
書
を
借
り
て
 

い
ま
す
。
 

9
月
に
入
替
え
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
、
 

今
回
は
、
児
童
図
書
を
中
心
に
二
百
冊
 

で
す
。
子
ど
も
さ
ん
と
一
度
の
ぞ
い
て
 

み
ま
せ
ん
か
。
場
所
は
町
民
会
館
の
一
一
 

階
で
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

い
け
ば
な
は
日
本
人
独
 

特
の
自
然
観
や
美
意
識
を
 

感
じ
一
枝
一
葉
に
も
風
情
 

風
趣
と
い
っ
た
繊
細
微
妙
 

な
感
覚
を
求
め
、
自
然
に
 

対
す
る
鋭
い
観
察
や
深
い
 

愛
情
で
よ
り
美
し
く
自
然
 

部
裏
腎
雇
ま
 

〇
農
民
の
分
断
政
策
 

前
号
ま
で
は
「
つ
く
ら
れ
た
部
落
の
 

歴
史
」
 

「
村
を
さ
さ
え
る
被
差
別
身
分
 

の
役
割
」
 

「
部
落
の
人
々
が
果
し
た
生
 

産
労
働
の
歴
史
」
を
掲
載
し
て
来
ま
し
 

た
が
、
今
回
は
 
「
小
倉
藩
に
於
け
る
農
 

民
の
分
断
政
策
に
つ
い
て
」
述
べ
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

村
に
部
落
民
の
農
業
専
業
者
を
つ
く
 

っ
て
行
っ
た
も
の
の
、
こ
の
人
々
を
村
 

の
百
姓
が
仲
良
く
な
る
こ
と
は
、
身
分
 

う
の
け
じ
め
が
な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
封
 

価
建
支
配
の
基
盤
で
あ
る
身
分
制
度
が
、
 

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
家
の
中
に
花
を
 

飾
る
の
は
と
て
も
素
敵
な
事
で
す
ネ
。
 

い
け
ば
な
に
は
、
池
坊
・
専
正
池
坊
 

・
新
池
坊
・
小
原
流
・
草
月
流
な
ど
の
 

流
派
が
あ
り
ま
す
。
現
在
赤
池
で
は
池
 

坊
が
主
流
の
よ
う
で
す
。
今
度
、
町
民
 

お
 
は
ら
 

学
習
N

・
W

の
指
導
者
と
し
て
小
原
流
 

人権学習 

こ
わ
れ
る
も
と
に
な
る
と
恐
れ
た
小
倉
 

藩
の
支
配
者
た
ち
は
、
住
居
を
分
け
て
 

「
部
落
」
を
形
成
さ
せ
、
百
姓
と
部
落
 

の
人
々
と
の
交
流
と
「
共
同
体
意
識
」
 

を
分
断
し
て
い
き
ま
し
た
。
更
に
差
別
 

法
令
を
出
し
て
、
部
落
の
人
々
を
差
別
 

す
る
ば
か
り
か
、
こ
の
法
令
に
従
わ
な
 

い
者
は
、
百
姓
、
町
人
に
つ
い
て
も
罰
 

す
る
方
針
を
と
り
、
封
建
支
配
に
と
っ
 

て
都
合
の
よ
い
差
別
意
識
を
、
民
衆
に
 

注
ぎ
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
 

き
ょ
う
ほ
 

一
七
二
八
年
（
享
保
 13 

年
）
に
小
倉
 

藩
は
、
最
初
の
差
別
法
令
を
出
し
、
そ
 

い
け
ば
な
の
長
谷
川
千
代
子
さ
ん
が
、
 

登
録
し
ま
し
た
の
で
紹
介
致
し
ま
す
。
 

長
谷
川
さ
ん
は
、
千
葉
県
で
小
原
流
に
 

入
門
さ
れ
一
昨
年
赤
池
へ
戻
っ
て
こ
ら
 

れ
ま
し
た
。
あ
な
た
も
お
生
花
を
習
っ
 

て
み
ま
せ
ん
か
？
・
詳
細
は
、
教
育
委
員
 

会
ま
で
。
 

皿
 28 

1
4
1
0
0
。 

今
後
の
広
報
啓
発
め
中
で
「
え
た
、
 

ひ
に
ん
」
と
い
う
封
建
身
分
や
被
差
別
 

部
落
を
略
し
た
患
い
憲
一
で
「
部
落
」
と
 

い
う
用
請
を
用
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
 

j 

民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
用
い
方
に
 

よ
っ
て
入
権
侵
害
（
差
別
）
に
つ
な
が
 

る
よ
う
な
用
語
は
避
け
る
べ
き
で
す
が
 

学
鷲
を
わ
か
り
ゃ
す
く
す
る
た
め
、
や
 

れ
か
ら
後
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
差
別
法
令
を
 

出
し
続
け
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
長
い
間
の
支
配
者
に
よ
 

し
つ
よ
う
 

る
差
別
、
分
断
政
策
の
執
勘
さ
に
も
か
 

か
わ
ら
ず
、
支
配
者
の
意
図
す
る
「
民
 

衆
分
断
に
よ
る
身
分
制
度
の
確
立
」
 
は
 

思
い
通
り
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
そ
れ
だ
け
、
百
姓
と
部
落
の
人
 

々
と
の
間
に
、
差
別
す
る
理
由
や
必
要
 

性
が
少
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
 

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
差
別
が
 

な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
 

●コ 

「
地
球
人
の
大
運
動
会
』
 
12
 

隻年ぶり東西百 
6
0
 

カ国から1 

m
算
万
3
千5
百
人
が
参
加
し
、
東
 

～
議
京
大
会
以
来
、
二
度
目
の
ア
ジ
 

に
）
鵬
 

ア
で

e
k

リ
ン
ピ
ソ
ク
が
ソ
ウ
 

ル
で
開
催
さ
れ
た
▼
歴
史
を
重
ね
る
に
 

従
っ
て
参
加
国
が
激
増
し
、
各
国
間
の
 

メ
ダ
ル
競
争
も
激
化
、
い
き
す
ぎ
た
勝
 

利
主
義
が
重
苦
し
い
事
態
を
招
い
た
の
 

も
事
実
だ
。
こ
ん
な
時
の
流
れ
に
押
し
 

流
さ
れ
「
参
加
す
る
事
に
意
義
が
あ
る
」
 

の
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
が
失
な
わ
れ
 

て
い
る
の
は
、
さ
び
し
い
こ
と
だ
▼
ス
 

ポ
ー
ツ
の
祭
典
ォ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
体
力
 

の
限
界
に
挑
戦
し
真
剣
な
眼
差
で
競
技
 

す
る
姿
は
、
世
界
の
人
々
に
美
し
い
感
 

動
を
よ
び
お
こ
す
。
険
し
い
道
は
避
け
 

が
ち
な
我
々
に
日
常
の
歩
む
勇
気
を
与
 

え
て
く
れ
る
。
そ
こ
が
世
界
中
の
関
心
 

を
一
心
に
集
め
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
▼
7
 

年
前
、
ソ
ウ
ル
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
 

催
さ
れ
る
事
が
決
ま
っ
て
以
来
、
こ
れ
 

を
機
に
韓
国
は
世
界
の
大
国
と
肩
を
並
 

べ
る
為
、
国
民
が
心
を
ー
つ
に
し
、
こ
 

の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
た
 

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
そ
し
て
、
 

88 

・
9

・ 
18 

華
や
か
に
世
界
の
舞
台
に
 

デ
ビ
ュ
ー
し
た
▼
我
が
町
も
 50 

周
年
を
 

迎
え
、
こ
の
秋
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
 

を
繰
り
広
げ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
程
の
 

華
や
か
さ
は
な
い
が
、
地
味
な
中
に
何
 

か
を
伝
え
た
い
。
 

『
赤
池
町
』
に
こ
だ
 

わ
っ
て
ほ
し
い
。
ま
ず
、
あ
な
た
に
関
 

心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
 

II馴石1一〒1町1守？ 仕事の疲れもなんのその、子供を 

’ご二‘了』一ニー 弓Iき連れ、ママさんはバレー、パパ 
m あかいけ 翫ぶラトに滋勤執'7;げ、 

団結の紳を強めている。その力が一般女子バレー初の県 

体出場となり、バレー熱を一気に盛り上げ、長年のうっ 

ぷんを晴らしたが、12年前、青年女子が今のバレー熱の 

火つけ役となったことは知られていない。 

現在、黒土コーチ（役場勤務）を中心に、毎週水曜日 

赤池中で練習をしている。 今はママさんパワーに押され 

ているが、隠れた努力が青年女子県大出場の朗報を再び 

もたらしてくれるかもしれない。貴女の力を待っていま 

す。 「初心者大歓迎」 （年齢は18歳～30歳まで） 

む
を
得
ず
農
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
点
 

を
十
分
ご
認
難
の
上
、
学
習
を
よ
り
深
 

め
て
く
だ
さ
い
。
 

い
間
強
制
さ
れ
て
き
た
差
別
的
な
生
活
 

習
慣
や
差
別
法
令
の
中
で
、
結
果
的
に
 

は
百
姓
、
町
人
は
部
落
の
人
々
を
差
別
 

す
る
こ
と
や
優
越
感
を
も
つ
こ
と
に
慣
 

ら
さ
れ
、
部
落
の
人
々
も
ま
た
、
差
別
 

に
抵
抗
し
つ
つ
も
、
こ
れ
を
は
ね
返
し
 

て
し
ま
う
程
の
力
が
出
せ
な
い
ま
ま
、
 

つ
い
に
社
会
の
中
に
 
「
部
落
差
別
」
」
息
 

識
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
 

こ
う
し
て
、
新
し
い
時
代
（
明
治
時
 

代
）
を
迎
え
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
支
 

配
者
の
都
合
で
つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
 

が
一
八
六
九
年
（
明
治
2
年
）
の
最
後
 

の
差
別
法
令
と
と
も
に
、
明
治
時
代
へ
 

と
持
ち
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
 

以
下
次
号
へ
つ
づ
き
ま
す
。
 

ー
今
月
の
解
放
講
座
ー
 

ン」 

無」 

と
●
」
ろ
 

10 

月
 26 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 



⑥
 
胃
癌
は
こ
わ
い
病
気
で
し
ょ
う
か
？
・
 

た
し
か
に
ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
胃
癌
は
 

死
を
意
味
す
る
恐
し
い
病
気
で
し
た
。
 

進
行
胃
癌
で
見
つ
か
れ
ば
、
今
で
も
助
 

か
ら
な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
最
近
で
は
、
医
学
の
発
達
に
 

よ
り
、
早
期
発
見
さ
れ
手
術
で
治
っ
て
 

し
ま
う
例
が
、
か
な
り
ふ
え
て
き
ま
し
 

た
。
早
期
に
手
術
を
す
れ
ば
、
九
割
以
 

上
が
確
実
に
完
全
に
治
り
ま
す
。
 

胃
癌
は
、
癌
の
中
で
は
日
本
人
に
最
 

も
多
い
癌
で
す
が
、
最
近
は
大
腸
癌
や
 

肺
癌
の
増
加
と
は
逆
に
、
死
亡
率
が
年
 

々
減
少
し
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
欧
 

米
の
様
に
、
そ
の
順
位
が
逆
転
す
る
だ
 

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

胃
癌
発
生
の
原
因
と
し
て
、
食
物
、
 

遺
伝
、
環
境
等
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

的
確
な
事
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
 

た
が
っ
て
、
現
在
の
所
、
胃
癌
を
防
ぐ
 

確
実
な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

年
齢
は
 50 

才
代
を
中
心
に
し
て
 20 

才
 

代
か
ら
で
も
発
生
し
ま
す
。
男
の
方
が
 

女
の
h
乙
倍
位
多
い
の
で
す
が
、
若
い
女
 

性
に
で
き
る
胃
癌
の
中
に
は
、
非
常
に
 

健康教室 
赤池町立病院 

外科医長 

日野 富夫 

m ふれあいと 
文化の町をめざして 

赤池町制印周年 

進
行
の
早
い
も
の
が
あ
り
ま
す
o
 

胃
癌
に
は
特
異
的
な
症
状
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
上
腹
部
痛
、
食
欲
不
振
、
吐
気
、
 

貧
血
、
体
重
減
少
等
を
来
た
し
ま
す
が
 

症
状
だ
け
で
は
、
胃
潰
蕩
、
胃
炎
等
の
 

良
性
疾
患
と
の
鑑
別
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

又
、
早
期
の
も
の
は
、
癌
に
よ
る
症
状
 

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
 

早
期
発
見
す
る
為
に
は
、
無
症
状
で
あ
 

っ
て
も
定
期
検
診
を
受
け
る
事
が
重
要
 

に
な
っ
て
き
ま
す
。
理
想
的
に
は
6

カ
 

月
毎
で
す
が
、
実
際
的
に
は
一
年
毎
で
 

も
非
常
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
 

検
査
方
法
に
は
、
胃
透
視
と
胃
内
視
 

鏡
が
あ
り
ま
す
。
（
胃
内
視
鏡
と
言
う
の
 

」W
次
ク
a
a
乙
a
乙
a
多
W
a
a
）
努
％
警
切
質
の
次
ク
亥
〈
け
亥
ク
α
ク
次
ク
久
a
久
a
次
ク
で
％
葵
け
久
ク
次
 

汐
ひ
牙
m
v
汐めマ切（（マ 

ク
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
a
ク〈U
ク
月
）
ク
ノ
ノ
ノ
ノ
a
 

汐
ひ
牙
ひ
家
名
ク
m
v
汐かv
いクか（v
け
ひ
カ
ひ
け
 り
切
名
マ
切
（
の
 

「
月
が
出
た
出
た
月
が
出
た
。
ハ
ァ
 

ョ
イ
ョ
イ
」
で
始
ま
る
炭
坑
節
。
こ
の
 

後
は
、
自
分
た
ち
が
働
い
て
い
る
炭
坑
 

の
地
名
を
取
っ
て
唄
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

勿
論
「
赤
池
炭
坑
の
上
に
出
た
」
 
と
赤
 

池
町
で
は
唄
わ
れ
、
盆
踊
り
は
言
う
に
 

及
ば
ず
、
花
見
、
月
見
の
宴
と
人
が
集
 

ま
る
所
で
手
拍
手
と
共
に
唄
わ
れ
、
か
 

つ
踊
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

明
治
二
十
二
年
、
赤
池
立
坑
開
さ
く
 

に
着
手
し
て
以
来
、
昭
和
四
十
年
の
赤
 

池
鉱
業
所
閉
山
に
な
る
ま
で
、
「
赤
池
炭
 

坑」 

は
、
赤
池
町
の
基
幹
産
業
で
し
た
。
 

今
回
は
、
そ
の
炭
坑
で
働
い
て
い
た
 

人
々
の
よ
も
や
ま
話
を
町
史
よ
り
ひ
ろ
 

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

「
私
が
、
こ
の
炭
坑
へ
来
て
す
ぐ
末
 

子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
右
も
左
も
知
っ
 

た
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
 

子
供
が
生
ま
れ
る
世
話
か
ら
食
べ
る
世
 

話
、
掃
除
、
洗
濯
ま
で
一
切
が
っ
さ
い
 

隣
り
近
所
の
お
ば
さ
ん
連
中
が
や
っ
て
 

く
れ
て
涙
が
出
る
程
う
れ
し
か
っ
た
。
 

頼
む
の
じ
ゃ
な
く
て
自
然
と
そ
う
な
っ
 

て
来
る
と
い
う
の
が
炭
坑
の
生
活
や
っ
 

たo

隣
が
坑
内
か
ら
上
る
の
が
遅
い
と
、
 

り
 

胃
切
除
術
は
、
現
在
比
較
的
安
全
に
 

行
え
る
手
術
と
な
り
、
手
術
死
亡
率
は
 

わ
ず
か
1
％
程
度
で
す
。
進
行
胃
癌
で
 

全
身
状
態
が
悪
け
れ
ば
、
当
然
危
険
性
 

は
増
加
し
ま
す
が
、
逆
に
早
期
胃
癌
で
 

あ
れ
ば
、
安
全
性
が
増
加
し
ま
す
。
手
 

術
後
は
食
事
摂
取
量
が
減
る
為
、
 
一
時
 

体
重
も
減
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
、
除
 

々
に
改
善
し
て
く
る
事
が
多
い
よ
う
で
 

す。 以
上
、
今
回
は
胃
癌
に
つ
い
て
述
べ
 

て
ま
い
り
ま
し
た
。
胃
癌
は
、
早
期
発
 

見
、
早
期
手
術
を
す
れ
ば
、
決
し
て
こ
 

わ
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勇
気
を
 

持
っ
て
、
積
極
的
に
検
査
を
受
け
る
上
 

鷲
m
勿
毎
 

は
俗
に
言
う
胃
カ
メ
ラ
の
事
で
す
。
）
 

そ
れ
ぞ
れ
、
 

一
長
一
短
で
す
が
、
胃
癌
 

が
疑
わ
れ
る
時
は
、
確
診
を
つ
け
る
為
 

に
、
胃
内
視
鏡
を
用
い
て
胃
の
組
織
の
 

一
部
を
取
り
ま
す
。
取
っ
た
標
本
を
顕
 

微
鏡
で
見
て
、
癌
細
胞
が
あ
れ
ば
、
胃
 

癌
と
確
定
し
ま
す
。
 

胃
癌
の
治
療
は
、
手
術
で
癌
病
巣
を
 

全
て
取
り
除
く
事
が
最
も
良
い
方
法
で
 

す
。
手
術
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
抗
 

癌
剤
、
免
疫
療
法
、
レ
ー
ザ
ー
焼
却
、
 

温
熱
療
法
等
々
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
ど
 

れ
も
、
完
全
治
癒
は
あ
ま
り
期
待
で
き
 

ま
せ
ん
。
 

う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。
 

検
診
の
あ
と
で
 

病
気
に
な
っ
て
か
ら
治
療
す
る
時
代
 

か
ら
、
自
覚
症
状
の
無
い
内
に
病
気
を
 

早
め
に
み
つ
け
治
療
す
る
時
代
、
又
そ
 

れ
以
上
に
一
歩
進
ん
で
病
気
に
な
ら
な
 

い
よ
う
な
日
常
生
活
を
送
る
時
代
へ
と
 

移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

去
る
9

月
4

日
の
 
「
町
民
ま
る
ご
と
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
パ
ー
ト
且
」
 
に
も
多
く
 

の
方
が
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

50 
歳
の
 

赤
池
町
 

ガ
ン
ガ
ン
に
火
を
起
す
時
、
 
一
緒
に
魚
 

を
買
っ
て
煮
て
や
る
。
朝
、
寝
す
ご
し
 

た
ら
隣
で
飯
を
喰
っ
て
出
る
。
子
供
が
 

学
校
行
き
の
着
物
に
困
っ
て
い
る
と
、
 

『
こ
れ
ち
ょ
う
ど
合
う
の
や
っ
た
ら
着
 

せ
て
行
き
な
い
』
と
貸
し
て
く
れ
る
。
 

外
へ
出
る
時
は
『
ち
ょ
っ
と
頼
む
ば
い
」
 

と
隣
に
言
う
と
『
い
っ
て
来
い
』
と
言
 

う
風
じ
ゃ
っ
た
。
錠
な
ん
か
か
け
た
事
 

は
な
か
っ
た
。
風
呂
も
水
道
も
便
所
も
 

共
同
で
し
た
。
こ
う
し
た
親
兄
弟
に
も
 

ま
さ
る
友
情
の
生
活
は
県
も
違
う
見
も
 

知
ら
ん
者
ば
か
り
が
炭
坑
へ
流
れ
込
ん
 

で
来
て
、
貧
乏
な
過
去
を
背
負
っ
て
居
 

る
人
々
の
苦
し
い
生
活
を
支
え
る
に
充
 

分
で
し
た
。
（
中
略
）
ラ
ジ
オ
も
テ
レ
ビ
 

も
な
い
時
代
で
娯
楽
と
言
え
ば
、
お
祭
 

り
や
催
し
も
の
で
し
た
。
盆
踊
り
に
は
 

四
十
七
士
や
何
か
の
衣
裳
を
二
週
間
も
 

前
か
ら
毎
晩
か
か
っ
て
変
装
衣
裳
を
作
 

り
、
町
内
は
勿
論
、
方
城
の
奥
や
直
方
 

や
大
隈
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
ね
。
 

山
の
神
の
祭
り
は
四
月
二
十
四
日
、
秋
 

は
八
月
二
十
四
日
で
浪
花
節
や
相
撲
取
 

り
が
来
よ
っ
た
。
舞
台
を
作
っ
て
、
の
 

ど
自
慢
や
踊
り
を
し
、
出
店
も
た
い
そ
 

う
出
て
賑
や
い
よ
っ
た
。
催
し
物
と
し
 

て
は
月
に
一
度
く
ら
い
浪
花
節
や
浄
瑠
 

璃
や
び
わ
歌
の
芸
人
が
民
家
を
借
り
た
 

り
し
て
回
っ
て
い
た
ん
で
聴
き
に
行
き
 

よ
っ
た
。
娯
楽
機
関
と
し
て
は
金
田
の
 

敷
島
座
の
芝
居
大
和
館
の
活
動
写
真
に
 

翌
日
休
み
の
時
な
ん
か
行
っ
た
。
そ
の
 

後
、
赤
池
に
鳳
鳴
館
さ
ら
に
炭
坑
に
労
 

映
と
二
つ
の
映
画
館
が
赤
池
に
出
来
ま
 

し
た
」
 コ

灰
坑
』
い
っ
お
こ
る
か
も
知
れ
な
 

い
坑
内
で
の
落
盤
、
ガ
ス
爆
発
、
火
災
 

な
ど
に
よ
り
一
家
の
柱
を
失
な
う
か
も
 

知
れ
な
い
危
険
と
隣
り
合
せ
の
生
活
を
 

し
て
き
た
人
の
想
い
出
話
で
す
b
 

最
後
に
炭
坑
労
働
者
の
実
態
の
ル
ポ
 

ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
い
て
い
ま
す
。
上
野
 

英
信
さ
ん
の
著
書
に
『
追
わ
れ
ゆ
く
坑
 

夫
た
ち
』
〇
が
あ
り
、
そ
の
中
の
大
分
 

県
出
身
の
Y

さ
ん
の
話
の
中
に
昭
和
五
 

年
の
赤
池
町
が
少
し
出
て
き
ま
す
の
で
 

紹
介
し
ま
す
。
Y

さ
ん
は
十
七
歳
の
時
 

に
大
分
県
の
国
東
半
島
か
ら
、
村
へ
帰
 

っ
て
来
た
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
 

『
豊
前
の
ア
カ
イ
ケ
』
と
い
う
地
名
だ
 

け
で
汽
車
に
飛
び
乗
り
『
ア
カ
イ
ケ
』
 

の
炭
坑
で
働
く
た
め
に
や
っ
て
来
ま
す
。
 

働
き
出
し
て
十
カ
月
程
た
っ
た
時
の
 

こ
と
で
す
。
ち
ょ
う
ど
二
番
方
で
人
車
 

に
乗
っ
て
入
坑
し
て
い
く
時
、
突
然
物
 

凄
い
地
響
き
が
し
て
体
が
浮
き
上
り
ま
 

し
た
。
ガ
ス
爆
発
だ
っ
た
の
で
す
。
Y
 

さ
ん
も
救
護
隊
と
し
て
爆
発
現
場
へ
行
 

き
ま
す
と
、
真
黒
こ
げ
た
死
体
、
飴
の
 

の
よ
う
に
ね
じ
ま
が
っ
た
車
道
。
Y

さ
 

ん
は
す
っ
か
り
怖
気
づ
き
、
も
う
二
度
 

と
坑
内
へ
入
る
気
が
し
な
か
っ
た
と
い
 

う
こ
と
で
す
。
 

（
つ
づ
く
）
 

※
①
岩
波
新
書
版
 

あ
な
た
は
、
ど
ん
な
判
定
を
受
け
ま
 

し
た
か
？
‘
 

せ
っ
か
く
受
け
た
検
診
で
異
常
の
可
 

能
性
が
あ
り
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う
 

指
示
さ
れ
て
も
必
要
以
上
に
気
を
も
ん
 

で
放
っ
て
お
く
人
も
い
ま
す
が
必
ず
し
 

も
病
気
と
決
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん。 

一
度
だ
け
の
検
査
で
神
経
質
に
な
 

ら
ず
再
検
査
又
は
精
密
検
査
を
受
け
ま
 

し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
た
と
え
病
気
 

が
あ
っ
た
に
し
て
も
早
い
治
療
で
簡
単
 

に
治
る
事
が
多
い
の
で
す
。
こ
の
チ
ャ
 

ン
ス
を
ム
ダ
に
せ
ず
役
立
て
て
下
さ
い
。
 

「
正
常
」
あ
る
い
は
「
異
常
な
し
」
と
 

い
う
判
定
は
 
「
あ
な
た
は
今
度
の
検
診
 

は
健
康
上
問
題
と
な
る
結
果
は
あ
り
ま
 

せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
意
味
で
来
年
も
 

ず
っ
と
異
常
な
し
と
い
う
わ
け
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
毎
年
 

検
診
を
受
け
、
自
分
の
健
康
を
積
極
的
 

に
守
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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田
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
九
月
二
十
一
日
現
在
 

【
香
典
返
し
】
大
久
保
光
昂
（
町
営
伏
 

原
5

）
〇
池
田
九
一
 

（
中
組
）
〇
太
田
 

ョ
シ
コ
（
草
場
）
〇
太
田
茂
樹
（
中
里
）
 

〇
末
松
徳
彦
（
常
福
）
〇
宮
崎
年
春
（
 

下
寿
町
）
〇
稲
田
敏
行
（
上
寿
町
）
以
 

上
七
件
で
総
額
二
十
二
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
上
野
病
院
崎
山
国
男
ー
五
十
 

万
円
〇
九
光
石
油
ー
五
千
円
〇
匿
名
の
 

方
三
名
ー
七
千
円
〇
黒
瀬
タ
ツ
ー
ダ
ッ
 

ク
電
気
治
療
器
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
赤
 

◆糖尿病教室の日程◆ 
赤池町立病院 

回
 
数
 

日 時 場 所 

講義内容 

なお（ ）内は、講師名です。 

I 且 

第
 
1
 
回
 

10月5日（水） 

午後1時30分から 

午後3時まで 

赤池町立病院 

（新 館） 

糖尿病とは 

糖尿病と検査 

（医師慶瀬洗生） 

食事療法の基本 

食品交換表に 
っいて 
（森田栄養劃 

第
 
2
 
回
 

10月12日（水） 

午後1申(）分から 

午後3時まで 

同 上 

糖尿病と合併症 

（医師鷹瀬先生） 

表1.2.3 にっい 

て 

（森田栄養劃 

第
 
3
 
回
 

10月19日（水） 

午後1串0分から 

午後3時まで 

同 上 

食事療法と 

薬剤療法 

（医師慶濃洗生） 

表4.5.6 にっい 

て 

（森田栄養り 

一 

4
 
回
 

10月26日（水） 

午後1喫0分から 

午後3時まで 

同 上 

運動療法と 

日常生活 

（看護婦 

ま と め 

（森田栄養動 

一 

5
 
回
 

11月2日（水） 

午前10喫0分から 赤池町民会館 

糖尿病食調理実習 

債瀬先生・森田栄養士・ 

看護婦・太田保鰍司 

※前回の教室に参加された方又は、途中から教室へ参加される方も 

歓迎致します。 

※くわしい問い合わせは、赤池町立病院事務室廿28- 2 0 8 3 

ノ~ 

数事予定者の健康診断 

池
町
火
曜
会
ー
十
五
口
〇
平
川
政
次
ー
 

一
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
ロ
千
円
）
沢
永
孝
美
 

ー
二
口
〇
桜
井
カ
ッ
ノ
ー
ー
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
上
野
大
福
う
ど
ん
 

廿
一
万
円
〇
世
良
フ
ミ
ー
五
千
円
 

（
お
詫
び
と
訂
正
）
 

九
月
号
ふ
れ
あ
い
基
金
の
中
で
、
世
 

袖
礼
子
と
あ
る
の
は
、
世
良
礼
子
の
間
 

違
い
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
 

す
 。

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
九
州
石
油
K
K

（
福
岡
市
中
央
区
天
 

神
）
、
カ
セ
ッ
ト
名
作
シ
リ
ー
ズ
全
六
 

巻
〇
日
本
た
ば
こ
産
業
飯
塚
営
業
所
（
 

飯
塚
市
新
立
岩
）
た
ば
こ
南
個
〇
梶
原
 

様
、
冷
し
麦
 30 

パ
ッ
ク
〇
津
村
順
天
堂
 

静
岡
工
場
（
静
岡
県
藤
枝
市
）
バ
ス
ク
 

リ
ー
ン
 50 

ぬ
 

10月福祉センターの行事 

‘

ー

 

【仏教講演会】 
13日困午前11時～ 

【心配ごと相談日】 
7日、18日、27日 
午前10時～午後3時 

【母子婦人相談日】 
第4水曜日、26日 
午前10時～午後3時 

【健康相談日】 
第2火曜日、11日因 
午前10時～午後3時 

【休館日】 
3日、10日、15日 
16日、17日、24日 

31日 
【バス運行日】 
毎日運行 

【演 芸】 
入館者へ自由に 
舞台を提供しま 

す 

ー
 

予
防
・
相
談
・
検
診
 

◆
乳
児
保
育
相
談
 

十
七
日
囲
 
10 

時
ー
 11 

時
 

対
象
者
 
生
後
4

、
7

、 
10 

カ
月
児
 

◆
三
種
混
合
 

十
八
日
因
 
13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
 
生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

◆
生
ワ
ク
チ
ン
 

二
十
八
日
国
 13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

一 

対
象
者
 
生
後
3

カ
月
ー
 18 

カ
月
 

一 

※
場
所
は
い
ず
れ
も
町
民
会
館
で
す
。
 

「
 

鷺
 

適性検査 . 

来年度小学校へ入学予定の子どもさんを対象に 

健康診断および適性検査が次のとおり行われます。 

●該当者ノ昭和57年4月2日から昭和58年4月1 

日生まれの人 

●上野地区=11月11日（劃上野小 

●赤池・中尾・市場地区＝一10月27日（木）市場小 

レ時間はいずれも午後1時より受付、 1時30分よ 

り開始。※当日はスリッパをご持参下さい。 

⑧④⑧ 「 50
 

歳
の
赤
池
町
」
 
の
3
回
目
の
原
 

稿
を
書
い
て
い
て
、
子
供
の
頃
に
住
ん
 

で
い
た
炭
坑
の
社
宅
、
い
わ
ゅ
る
炭
住
 

の
事
を
想
い
出
し
ま
し
た
。
 

一
棟
四
軒
長
屋
で
、
水
道
、
便
所
は
 

共
同
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
そ
の
生
活
で
 

す
の
で
、
そ
の
事
が
不
思
議
だ
と
も
思
 

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
便
所
の
方
は
、
 

う
す
暗
い
裸
電
球
が
一
個
あ
る
き
り
で
 

さ
す
が
に
一
人
で
は
行
け
な
か
っ
た
事
 

を
覚
え
て
い
ま
す
。
 

も
う
ー
つ
の
思
い
出
は
、
盆
踊
り
で
 

す
。
昭
和
三
十
年
代
の
前
半
の
事
で
す
 

か
ら
、
炭
坑
も
不
影
気
の
風
が
吹
い
て
 

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大
き
な
「
 

ヤ
グ
ラ
」
の
回
り
を
四
重
、
五
重
と
人
 

の
輪
が
拡
が
っ
て
い
て
、
私
も
母
に
作
 

っ
て
も
ら
っ
た
浴
衣
を
着
て
、
手
や
足
 

を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
色
々
 

と
尽
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
辺
で
辞
め
て
 

お
き
ま
す
。
 

昔
の
事
を
想
い
出
す
の
は
年
を
と
っ
 

た
証
拠
だ
と
言
い
ま
す
の
で
。
 

※
お
詫
び
と
訂
正
 

九
月
号
表
紙
の
記
事
の
中
に
「
赤
池
 

町
福
祉
会
」
 
と
あ
る
の
は
「
赤
池
町
福
 

祉
協
議
会
」
の
間
違
い
で
し
た
。
 

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

10月は町県民税3期分・国民健康保険税4期分の納税月です


